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オープンなビジネス環境に向けて
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ＯＳ／デバイスドライバ

デバイス、Ｉ/Ｆ

ミドルウェア

アプリケーション

■デバイスの利用
SIM、GPS、FeliCa、赤外線、生体認証、カメラ等

■ＯＳ、ミドルウェアの利用
アプリケーション開発、デバイスとI/F利用

■アプリケーションの利用
ブラウザー、メーラー、Media Player等標準搭載のアプリ

■配信（Ｐｕｌｌ/Ｐｕｓｈ)、ＤＬ(DRM、Ｖｅｒ管理）利用
■独自の認証・課金

何らかの標準化団体で規格化されていることが多い
が、最終的にキャリア仕様として改変され、非公開と
なる場合が多い

ブラウザ、メーラー、Media Player等の基本アプリ
はキャリア独自仕様のものが搭載され、それ以外に
ついてもキャリアにより仕様制限されたものが多く、
CP向けには制限された機能しか開放されていない

キャリア独自仕様と標準仕様のものが混在している
が、機能の利用についてはキャリア独自の制限が
されているものが殆ど

■認証機能
電話番号、ＵｓｅｒＩＤ、端末ＩＤ、デバイスＩＤ等の加工
※削除、変換、利用制限

■課金機能
キャリアの課金機能の利用が前提
※キャリア機能の利用では自由な課金の制限
※勝手サイト独自の場合は認証機能の制限、アプリ

開発やデータ通信に対する制限
■デバイス利用機能

ＡＰＩ、ドライバの利用制限
■（端末搭載）基本機能アプリの利用

キャリアのＧＷ（ポータル、ＤＬサーバ等）の利用が前提
※ヘッダ等の加工、ＩＰの制限等
※記述言語、Ｆｉｌｅ Ｆｏｒｍａｔ、ＤＲＭ等の独自性 ｅｔｃ．

■アプリケーション開発、インストール
キャリア独自仕様（制限）

■その他サービス
広告、ＵＲＬ Ｌｉｎｋ

■その他ネットワークシステム
ＳＭＳ、ＰｏＣ（ＩＭＳ、ＳＩＰ）、Ａ-ＧＰＳ等

キャリア

ＣＰ
ＭＶＮＯ/ＭＶＮＥ

端末

コンテンツ
アプリケーション

サービス

無線網

コアネットワーク

音声通信網
※関門交換機※

パケット通信網
■ゲートウェイ■

■付帯系■

ネットワーク内で完結する
プラットフォーム

協調して成立する
プラットフォーム

端末内で完結する
プラットフォーム

ニーズ

ネットワーク、端末、ソフトウェア
の様々な仕様（機能）の組み合
わせで、サービスとしてのプラッ
トフォームが構築され、End To
Endのデータ流通に介入

携帯電話におけるプラットフォームの現状



COPYRIGHT 2008, Index Corporation 
ALL RIGHT RESERVED 3

Application Server

「オープンなネットワーク」とは、
様々なネットワーク利用者が（一定のルールの下に）自由にサービスが提供・利用できる環境にあることだとすると

ネットワークのインテリジェント化のために、ネットワーク内に機能が増えれば増えるほど
（＝ネットワークと一体化したアプリケーションが増えれば増えるほど）

ネットワーク事業者が保有する「プラットフォーム」が増大し（＝「プラットフォームの利用が前提」が増大し）
「ネットワークの自由な利用」が制限される恐れが増大する

３Ｇ以降のＩＭＳでは
サービスやＱｏＳ等のネットワーク制御は
Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ Ｓｅｒｖｅｒで提供される

ネットワークに機能を与えるのはＡｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ Ｓｅｒｖｅｒであり、
これらを（一定のルールの下に）自由に提供できることが、

今後の「オープンなモバイルビジネス」の促進に必要

端末内部のアプリケーションだけではなく、ネットワークの機能全般に渡る競争環境の整備が、
３Ｇ以降の様々な事業者の参入によるモバイルビジネス活性化のポイント

３Ｇ以降のネットワーク・プラットフォーム
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アプリ
（ブリッジ）

ネイティブ
デバイス

専用アプリメーラー 専用アプリ

Ｍｅｄｉａ Ｐｌａｙｅｒ その他のアプリ
メイン
アプリ

PULLメディア型ポータル
（４大媒体/PCポータル）

PUSHメディア型ポータル

RFID/NFC
（Felica）

カメラ
赤外線

Flash
ＧＰＳ

メディア支配型ポータル アプリ支配型ポータル

携

帯

電

話

放送

ＴＶアプリメニュー
アプリ

ＷＥＢ Ｂｒｏｗｓｅｒ

10Key

キャリア支配型ポータル

専用アプリ
（QRコード）
（URL認識）

ＡＰＩ等の仕様を非公開と
することで、アプリケーショ
ンを独占することが可能

アプリケーションを独占する
ことで、本来、様々な事業
者が参入するはずのポータ
ルを独占することが可能

携帯電話における端末プラットフォーム

ユーザーのファーストアクションに近いアプリケーションの競争環境整備
（デバイスＡＰＩ、アプリケーション開発用ＡＰＩ、アプリケーションのインストール／登録スキーム等のオープン化）が、

様々な事業者の参入によるビジネス活性化のポイント

ＦＬＡＳＨによる
ポータル化

地図による
ポータル化

既存の構図
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コンテンツ
メニュー

端末設定
メニュー

キャリアの
設定メニュー

待ち受け状態のＴＯＰ画面 メニューアプリＴＯＰ画面

キャリアの
コンテンツ
／サービス

キャリアと
他のＩＳＰや
ＣＰ等の
コンテンツ
／サービス
を同等に

キャリアの
メニューのみ

キャリア設定コンテンツ
（直接Ｌｉｎｋ）

他ＣＰコンテンツリスト
（さらに３階層程度）
キャリアの設定メニュー
キャリア設定広告枠

キャリアのＷＥＢポータル

キャリアのＷＥＢポータルと
他のＩＳＰのＷＥＢポータルが並列

キャリアのコンテンツと
他のＣＰのコンテンツが並列

これはＩＳＰに関係なくキャリアが提供
するサービスであり、キャリアのＷＥＢ
ポータルと一体化されるのはおかしい

※料金、契約、ネットワーク設定等の確認／
変更、問い合わせなど

メニューアプリの例

ＰＣを買うとＩＥしか使えず、ＩＥを立ち上げるとＭＳＮしかホームとして設定できない状態

現在の
遷移状態

本来あるべき
遷移状態

ブラウザー
起動
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では、「世界標準＝Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔａｎｄａｒｄ」に準拠していればＯＫなのか？

・携帯におけるＪＡＶＡは、ＧｌｏｂａｌではＭＩＤＰだが、日本ではキャリア独自仕様
・Ｐｕｓｈ ｔｏ ｔａｌｋ ｏｖｅｒ Ｃｅｌｌｅｒは、ＯＭＡで仕様が規程され、端末・キャリア間での互換性が確保されているはず
・３ＧやＩＭＳにおいても「Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔａｎｄａｒｄ」と謳いながら、実際にはＶｅｒｓｉｏｎ違いであった
・ＷｉＦｉにおける独自のＳＩＰ、メディア・ファイルにおける独自のＤＲＭ等、ベースはＧｌｏｂａｌ Ｓｔａｎｄａｒｄだが。。。

国際競争力を確保しつつ、オープンなモバイル・ビジネス環境を構築するためには
世界的に確立した「世界標準＝Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔａｎｄａｒｄ」なプラットフォームへの準拠が必要

モバイル・ビジネスを活性化するためには、国内だけでなく、より広いビジネス領域、環境が必要
また、一度出来上がってしまった「社会インフラ」を変更するのはリソースの無駄使い

こういったことが起きないようにする方法を考える必要がある

「ガラパゴス化」を防ぐために、事前に「ステーク・ホルダー」が議論・検証する場が必要

本来、ネットワーク・ビジネスにおける「Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔａｎｄａｒｄ」とは
「Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ」の確保のため

※相互接続や互換性の無いＧｌｏｂａｌ Ｓｔａｎｄａｒｄは意味が無い※

インターオペラビリティの実情
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欲しい情報だけ／必要な情報だけを「探す」 ＝ 検索

情報を得るための２大機能

面白い（楽しい）／役に立つ情報を「教えて」 ＝ レコメンド

少しでも手間を省きたい（ユーザー）
タイムリーに情報を届けたい（事業者）

∥

Ｐｕｓｈ

目的達成を「簡単に」 ＝ ＡＩ

実現するためには、ユーザーの属性、様々な履歴（検索履歴、購入履歴、行動履歴等）のデータや分析結果等が必要
∥

個人の「認証」と「Ｌｉｆｅ Ｌｏｇ」の収集機能の拡大

ネットワーク、端末、プラットフォーム以外に、「Ｌｉｆｅ Ｌｏｇ」を優越的に収集し蓄積できる環境
（＝ユーザー情報を独占的に囲い込むことが出来る環境）のオープン化が必要になる

↓
「ＩＤポータビリティ」は、「Ｌｉｆｅ Ｌｏｇポータビリティ」と不可分

新たなビジネス・プラットフォーム
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キャリアA

キャリアB

一人で複数のＳＩＭを契約したり
同一番号で複数持つことも可能

（複数のキャリア契約も）

単独での
発行

認証/課金

共有での
発行

認証/課金

サービス・コンテンツ

サ
ー
ビ
ス
・
コ
ン
テ
ン
ツ

サービス・コンテンツ

端末固有のIDSIMのID 発行会社固有のID

■電話におけるＩＤ
加入契約者を識別（利用者を識別しているのでは
ない）し、呼要求を発信端末から通信相手先端末
まで正確にルーティング（経路選択）する

一人で複数のカードを契約したり
１枚のカードに複数のサービスを持つことも可能

NFCカード
固有のID

本来端末とは分離し、自由に差し替え

※端末と分離していれば面倒なカードの移し変え不要

サービスやコンテンツを利用する場合、様々なＩＤが連携して使われている
↓

ＩＤポータビリティとは、ＩＤの方式を決めるのではなく、ＩＤ連携の仕組みをセキュアにオープン化すること

ＩＤポータビリティの考察
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（参考）ユビキタスネットワークにおけるＩＤの考え方

【電話におけるＩＤの基本】

・加入契約者を識別（利用者を識別しているのではない）し、呼要求を発信端末から通信相手先端末まで
正確にルーティング（経路選択）する

１）固定電話

・「E.164国際番号計画」に基づく電話番号
・位置情報は、固定的な加入回線番号（市外、市内局番等）

２）３Ｇ携帯電話

・「E.164番号」を「MSISDN（Mobile Subscriber ISDN Number）」として割り当て（+81-90-xxxx-xxxx形式）
発着信番号として使われる

・同時に「IMSI（International Mobile Subscriber Identity）」（最大15桁）が割り当てられ、移動通信ネット
ワーク側での加入ユーザー認証などに使われる

↓

・これらは、UICC（Universal Integrated Circuit Card、汎用ICカード）に、USIM（Universal Subscriber Identity
Module、汎用加入者識別モジュール）アプリケーションとして格納
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３）ＩＭＳ（IP Multimedia Sub-system、All IP化された３Ｇ以降の携帯電話、ＮＧＮでの標準仕様）

・ＩＭＳでは、アクセス･ネットワークへの加入契約とは別に、独立したアプリケーション・レベルのＩＭＳ
サービスに加入するアーキテクチャ

・ＩＭＳサービス事業者への加入ユーザーに対して、電話番号に相当する「IMPU（IMS Public User Identity）」
を割り当てる

・同時に、「IMPI（IMS Private User Identity）」が、ＩＭＳネットワーク側での識別子として割り当てられる

※IMPU：SIP URI形式（sip:username@ims-operator.com や sip:+81-3-3456-xxxx@ims-operator.com）
tel URI形式（tel:+3-12-3456-xxxx 従来の電話端末からＩＭＳネットワーク内のＩＭＳ端末へ）

IMPUはサービスに使われるもので、電話番号のように公開される

※IMPI：NAI形式（username@ims-oprrator.com）
IMPIはネットワーク側で認証に使われるもので、他者には非公開

↓

３ＧＰＰ ＩＭＳ

・上記のIMPU、IMPIと契約時に割り当てられる「長期共有キー」、当該ユーザーのホームＩＭＳ
ネットワーク・ドメイン名を示す「URI」が、「ISIM（ISM加入者識別モジュール）」として、
３Ｇ携帯電話の「USIM」と同時に「UICC」に格納される

ＥＴＳＩ ＴＩＳＰＡＮ ＮＧＮ / ＩＴＵ-Ｔ ＮＧＮ

・３ＧＰＰとほぼ同じ機能（名称は違う）
・「ISIM （ISM加入者識別モジュール）」を何らかの形で持つことが必須（たとえばホームゲート
ウェイで持つことなどもオプションで定義されている）

（参考）ユビキタスネットワークにおけるＩＤの考え方
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（参考）ユビキタスネットワークにおけるＩＤの考え方

【電話と他の機器とのＩＤの考え方】

・電話のIDは、ネットワークへの加入契約者を識別するもので、ネットワーク事業者がネットワークの運用を行う
ために使うことが基本

・つまり、アプリケーションやサービスのIDとして、電話のIDを使うことが正しいかは検討が必要

１）ＮＦＣ（Near Field Communication）

・日本では「FeliCa」が代表的だが、世界標準では同時にフィリップスの方式も含まれる
・交通カード、電子マネー、クレジットでは、NFC側で持つIDが使われている（携帯電話番号は不要）
・PC、家電、KIOSK等でNFCが普及すれば、NFCのIDをコアとして、電話のIDを紐付ける方向性になると考えら
れる？

↓

★グローバルでの動き

NFCとSIM間の通信/制御プロトコルは策定済み（SWP、Single Wire Protocol）
しかし端末メーカーは実装しようとしていない

SIMから制御されることは、端末側（NFC側）でのバリューチェーンをキャリアに明け渡すこと
になると危惧している

２）ＳＳＯ（Single Signe On）

・様々なＩＤをひとつのＩＤで利用できるようにすること
・いくつかの方式が覇権を争っているが、セキュアなタイプとノンセキュアなものがあり、用途によって棲み分け
られるか、セキュアなタイプに統合されるかの岐路にあると思われる

・セキュアなＳＳＯを利用すれば、ＩＤポータビリティのコアとなるものを規定する必要は無い？
・つまり、ＩＤの引継ができさえすれば良いとも考えられる
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